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今
月
の
表
紙
▼

　７
月
23
日
（
土
）
24
日
（
日
）
に
開

催
さ
れ
た
「
第
６
回
高
校
生
の
神
楽
甲

子
園

　ひ
ろ
し
ま
安
芸
高
田
」
で
演
目

を
披
露
し
た
出
場
校
で
す
。
運
営
参
加

校
と
し
て
西
城
紫
水
高
等
学
校
も
参
加

し
、
計
16
校
の
高
校
が
集
結
し
ま
し
た
。

①
吉
田
高
等
学
校

②
日
野
高
等
学
校
（
鳥
取
）

③
広
島
新
庄
高
等
学
校

④
千
代
田
高
等
学
校

⑤
江
津
高
等
学
校
（
島
根
）

⑥
加
計
高
等
学
校
芸
北
分
校

⑦
矢
上
高
等
学
校
（
島
根
）

⑧
葛
巻
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑨
伊
保
内
高
等
学
校
（
岩
手
）

⑩
高
千
穂
高
等
学
校
（
宮
崎
）

⑪
浜
田
商
業
高
等
学
校
（
島
根
）

⑫
檮
原
高
等
学
校
（
高
知
）

⑬
遠
江
総
合
高
等
学
校
（
静
岡
）

⑭
可
部
高
等
学
校

⑮
浜
田
養
護
学
校
（
島
根
）

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
七
十
回

立
地
：
向
原
町
の
南
、保
垣
と
有
留
の
分
岐
点
に
突
き
出
し
た
細
く
長
い
丘
陵
上
に
あ
り
ま
す
。坂
・

長
田
方
面
か
ら
進
む
と
狭
い
谷
が
開
け
る
地
点
で
あ
り
、交
通
の
要
所
と
い
え
ま
す
。ま
た
、

高
さ
は
30
ｍ
程
度
で
す
が
、城
の
東
西
に
川
が
流
れ
、天
然
の
堀
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歴
史
：
江
戸
時
代
の
地
誌
類
で
は
、城
名
は
あ
る
も
の
の
城
主
は
不
明
と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
保

垣
は
、少
な
く
と
も
毛
利
元
就
の
父
弘
元
の
時
代
か
ら
防
長
移
封
ま
で
毛
利
氏
に
仕
え
た
羽

仁
氏（
保
垣
氏
と
も
）の
領
地
で
あ
っ
た
た
め
、羽
仁
氏
の
城
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

城
跡
： 

全
長
南
北
約
１
５
０
ｍ
、東
西
30
ｍ
の
城
域
で
、北
側
を
向
い
て
い
ま
す
。頂
部
に
Ｌ
字
型
の

石
塁
を
備
え
た
郭
Ａ
と
そ
の
北
側
一
段
下
の
郭
Ｂ
が
中
心
で
す
が
、そ
の
南
に
更
に
高
い
郭

Ｃ
を
今
回
の
調
査
で
確
認
し
ま
し
た
。そ
し
て
城
の
正
面
入
口
に
は
２
重
堀
切
、Ａ
の
南
側
背

後
に
も
２
重
堀
切
、さ
ら
に
Ｃ
の
南
側
に
も
堀
切
と
、計
５
本
の
堀
切
を
備
え
て
い
ま
す
。特

に
Ａ
の
南
の
堀
切
は
非
常
に
鋭
い
崖
の
よ
う
な
斜
面
で
圧
巻
で
す
。ま
た
、Ｂ
や
そ
の
北
側
の

土
橋
に
か
け
て
、粒
は
小
さ
い
な
が
ら
も
石
積
が
非
常
に
よ
く
残
り
ま
す
。

考
察
：
大
規
模
な
城
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、狭
い
尾
根
上
を
堀
切
で
区
画
し
、頂
部
に
土
塁
を
設
け
、

さ
ら
に
石
積
を
構
築
す
る
手
法
が
五
龍
城
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。ま
た
土
橋
で
の
石
積
の
使

用
は
市
内
で
は
他
に
例
が
な
く
、16
世
紀
後
半
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

防
御
に
も
居
住
に
も
対
応
可
能
な
城
と
思
わ
れ
、今
後
再
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

安
芸
高
田
歴
史
紀
行

碇
崎
城

い
か
り
が

さ
き

じ
ょ
う

《
向
原
町
保
垣
》

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】

標
高
／
２
４
０
ｍ

　比
高
／
30
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

築
城
者
／
不
明

所
要
時
間
／
北
側
の
車
道
か
ら
５
分

　過
去
に
調
査
さ
れ
た
城
跡
で
も
、実

際
に
現
地
に
行
く
と
新
た
な
発
見
が
あ

る
も
の
で
す
。今
回
は
全
く
見
方
が
変

わ
る
ほ
ど
驚
き
の
連
続
で
し
た
。｢

百
聞

は
一
見
に
如
か
ず｣

で
す
ね
。

う
ね
じ
ょ
う
た
て
ぼ
り
ぐ
ん

ま
さ
は
る

は

に

碇崎城略測図（作図　秋本哲治）

碇崎城遠望（西側より撮影） 周辺位置図

通路から土橋に残る石積（北側より撮影）
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